








定年退職教員あいさつ

名誉教授　室城　秀之
スールが大勢いらっしゃったころ
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名誉教授　吉成　啓子
健やかな学生の育成を目指して
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文学部国語国文学科 
教授　小林　明子

室城先生、ありがとうございました
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基礎教育センター 
教授　佐々木　裕子

吉成先生、ありがとうございました
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昨年度、大学では、本館の改修工事と体育館の空調設備
の更新工事を行いました。長い工事期間中、足場に囲まれ
ていた本館は、レンガ色の外壁が新築当時と同様に美しく
再現され、屋上のモニュメント等も綺麗に磨かれました。ま
た本館内の全てのトイレが改修され、衛生設備も使いやす
くなりました。また体育館には、空調設備を設置しましたの
で、夏場にかけては涼しく快適に、冬場は暖かく使用する
ことができます。体育館には、新しくなったシャワー室も完
備されていますので、クラブ活動や体育の授業後にご利用
いただけます。改装された本館・体育館の施設設備を学生・
教職員の皆様に更に有効活用していただけたら嬉しいです。

本館・体育館が改修されました

グローバルビジネスプログラム（GBP）では、海外の日
系企業や現地企業でインターンシップを行う「海外企業実
地研修」が 2013 年度から始まり、これまで多くの学生が現
地で学びを深めてきました。このたび派遣先として新たに
マレーシアが加わり、アメリカ（デンバー、サンディエゴ）、
ニュージーランド、フィリピンの 3 カ国 4 地域から 4 カ国
5 地域へとさらに充実したものになりました。

マレーシアは異なる民族や宗教が共生して発展してきた
多様性を持つ国です。首都クアラルンプールにある旅行会
社でのインターンシップでは、スタッフの様々な背景を理
解し、行動することが求められました。学生は日帰りツアー
プランの作成に挑戦し、優秀なツアープランが実際に商品
化されました。

海外インターンシップエリアに
マレーシアが加わりました

本学は 2024 年 2 月 22 日に神田女学園中学校高等学校（東
京都千代田区）と、3 月 6 日に茗溪学園中学校高等学校（茨
城県つくば市）と高大連携に関する協定を締結しました。

また、2024 年 3 月 7 日には佼成学園女子中学高等学校（東
京都世田谷区）と図書館利用に関する協定を締結しました。

今後、協定に基づき、交流や連携を深めていきます。

高大連携協定を締結

2024 年度から、ホスピタリティ・マネジメントプログラ
ムのオプション科目「ホスピタリティマネジメント特講 A」
で、マナーやプロトコール（国際儀礼）を学び、学内で「マ
ナー・プロトコール検定試験（NPO 法人日本マナー・プロ
トコール協会主催・文部科学省後援）」を受験できるように
なりました。

同検定は、マナーやプロトコールに関わる知識と対応力
を認定する文部科学省後援の資格で、国際ビジネス、サー
ビス産業、教育業界をはじめ、ホテルや航空、ブライダル
業界などで活躍する方に、上級資格取得者が多い資格とし
て知られています。

マナー・プロトコールの学びと検定受験が
学内で可能になります

トピックス

本学は、実用フランス語技能検定試験（仏検）の 2023 年
度「文部科学大臣賞団体賞」を受賞しました（公益財団法
人フランス語教育振興協会（APFF）主催・文部科学省後援）。

仏検は英語における英検（実用英語技能検定）に相当し、
フランス語の実用能力を客観的に測る検定試験です。この
賞は、その年度における仏検出願者数と増加率および試験
結果等を勘案し、年度を通したフランス語教育への取り組
みを総合的に判断した上で、特に優秀と認められた団体に
授与されます。

フランス語フランス文学科では、2023 年度より、入学後
にフランス語をはじめた全員が 1 年次秋に仏検 4 級を受験
します。また、3 級以上の級についても対策クラスを複数
設置するなど、積極的な受験を後押ししています。

実用フランス語技能検定試験
文部科学大臣賞団体賞を受賞

2024 年 1 月に、ニュー
カレドニア大学（フラン
ス）との協力に関する
合意書を締結しました。
ニューカレドニア大学
は、1987 年に設立され
た理工学部、法学部、人
文科学部を擁する国立大
学（学生数約 3,500 名）です。オセアニア地域およびニュー
カレドニアの環境やサステナビリティ、多文化共生、気候
変動などの研究も行われています。

本学では、2023 年度からニューカレドニア大学との COIL
授業（オンラインで国内外のパートナー校と接続し、交流・
協働を行う授業）を実施しています。合意書締結により、両
校の関係を深め、教育、研究、その他の領域における学術
的および文化的な交流を発展させることを目指します。

2024年度は、COIL授業の継続に加え、フランス語フラン
ス文学科 1 年生全員がオンライン交流授業に参加しました。

また、本交流に関連するかたちで、フランス語フランス文
学科 2 年生全員と学生有志によるニューカレドニアの中学・
高校で日本語を学ぶ生徒約 80 名との文通プロジェクトも始
まりました。日本語で届く手紙に、フランス語で返事を書く
というもので、5 月に早速手紙のやり取りがありました。

ニューカレドニア大学（フランス）との
協力に関する合意書締結
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MOSとは、WordやExcel、PowerPointなどの Microsoft 社
のOffice製品の利用スキルを客観的に証明することのできる
資格です。正式名称はマイクロソフト オフィス スペシャリ
ストといいますが、一般的に MOS の略称で知られています。
MOSの資格取得は PCスキルアップを目標として利用でき
るほか、インターンシップや就活の時のアピールにもなり
ます。本学では、株式会社オデッセイコミュニケーション
ズとの契約により学内でMOS 試験を実施できるようになり
ました。

2023 年 12月に第 1 回 MOS 学内試験（12月18日、22日、
26日の 3 日間）が行われました。33名が受験し全員が合格
しました。満点での合格者も 2 名おり、うち１名が MOS
世界学生大会 2024 の日本代表に選出されました。

MOS 世界学生大会 2024 の
日本代表に、文学部フランス
語フランス文学科 4 年の菊川
愛梨沙さんが選ばれました。

MOS 世界学生大会は、高
校生以上の学生を対象に「マ
イクロソフト オフィス スペ
シャリスト（MOS）」を通し
て、社会人として必要なアプ
リケーションスキルを身につ
け、さらに卒業後には、国際

的に活躍できる人材育成を目的として開催される世界規模
の大会で、今年で 22 回目を迎えます。2024 年は日本全国
から延べ 1 万 3 千人を超える学生がエントリーし、日本代
表に選ばれました。

2024 年 6 月 4 日に「MOS ／アドビ認定プロフェッショナ
ル世界学生大会 2024」日本代表＆入賞者発表会が東京會舘
で行われました。日本代表発表セレモニーで、株式会社オ
デッセイコミュニケーションズの出張勝也代表取締役社長
より「世界大会出場権利」として日本代表の表彰状が授与
され、菊川さんの日本代表の決意表明挨拶が行われました。

菊川さんはこの夏、日本を代表して米国アナハイムで行
われる決勝戦で、世界各国から選出された代表者と共に
Excel の試験を受け、世界チャンピオンを目指します。

学内でMOS試験が受験できるようになりました

MOS世界学生大会 2024 の
日本代表に選出されました！

2024 年 1 月 29 日、2023 年度学生活動に関する顕彰制度
の表彰式が行われました。本制度は、本学の学生または本
学学生で組織する団体が、その活動分野において他の模範
となる成績を収め、または貢献した場合、それが学生や団
体並びに本学の栄誉となるものについて顕彰する制度で、
学長賞と学生活動奨励賞の二つがあります。2023 年度は学
生・就職委員会での書類審査、対象者へのヒアリングなど
を経て、以下 2 件の学生活動奨励賞授与が決定しました。

〇硬式庭球部
「2022年度第20回カトリック女子大学総合スポーツ競技大会

にて硬式テニスの部優勝」
2020 年度、コロナ禍で活動制限がある中、部員 2 名から徐々

に活動を再開。学業との両立を掲げ、先輩後輩対等にコミュ
ニケーションをとることで部員数を増やしていき、2022 年
12 月、3 年ぶりに開催されたカトリック女子大学総合スポー
ツ競技大会にて、2015 年創部以来初の優勝を果たした。

コロナ禍の困難を乗り越えて勝ち取った好成績、制限のあ
る中でも活動を続けた継続性・団結力を評価し、今後も本学
クラブ活動の模範となり、活性化への役割を期待して授与。

〇村上紗弥花（人間総合学部 発達心理学科 4 年（受賞当時 3 年））
「調布まち活フェスタ実行委員としての 3 年にわたる活動と

その他ボランティア活動への取組」
高校時代からボランティアに参加し、大学入学後は、自

身が学ぶ領域（心理学）で様々な年代と接することがプラ
スになるという向上心から、1 年次より調布まち活フェス
タ実行委員会に参加。学生が自身 1 人だけという状況が続
くなか継続し、2 年次には副委員長、その後実行委員長と
して 2024 年 3 月のまち活フェスタ開催に向けて中心になっ
て活動。そこで得た信頼から、ちょうふチャリティーウィー
クの広報部長、調布市子ども・子育て会議及び調布市次世
代育成支援協議会委員、緑ヶ丘児童館でのボランティアと
活動の幅を広げた。学
内では白百合祭実行委
員ヘッドとしての要職
も担う。

一人での参加を決断
した行動力・向上心、
3 年続けた継続性を評
価し、この経験を活か
して、今後の更なる社
会での活躍に期待して
授与。

文学部国語国文学科 4 年の小島結衣さんが CG-ARTS 賞
を受賞しました。

この賞は、公益財団法人情報教育振興協会の教育認定校
において、CG-ARTS 検定合格者や Web 関連カリキュラム
において学業優秀な学生に贈呈されます。小島さんは Web
サイトのコンセプトメイキングから Web 制作、運用に関す
る専門的な理解と Web サイトのデザインに関する応用力を
測る試験である「Web デザイナー検定」のベーシック試験
とエキスパート試験の両方に優秀な成績で合格したことが
評価されました。

2023 年度「学生活動に関する顕彰制度」
学生活動奨励賞

CG-ARTS賞受賞
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キャリア支援課進路決定時アンケートによるとキャリア支援
課を利用した学生は 84％、決定先進路の満足度は 95％、キャ
リア支援課の満足度は 96％となっています。キャリア支援課
で実施する「面接対策講座、集団面接練習」などのセミナー、
対面とオンラインのいずれにも対応した「個別面談」などを
使って活動を進めていくことが、満足度の高い就職活動につな
がっています。

就職先の業界別割合については右記の通りです。多種多様な
進路となっていることがわかります。（学部全体）

キャリア支援課では、様々な業界で活躍する OG をお招きし
てガイダンスでご講演いただくほか、企業の人事担当者による

「業界セミナー」なども実施しています。色々な業界や企業の
お話を聞くことで、業界の理解だけでなく視野を広げることな
どを目指しています。

キャリア支援課では「一番身近なサポーター」として一人ひ
とりに寄り添った支援をしていきますので、積極的に利用して
ください。

2024年3月卒業生の2024年3月卒業生の就職環境就職環境ととキャリア支援キャリア支援

2023 年度卒業生の就職率については、下記の結果となりました。

学部全体 国文 フ文 英文 児文 発達 初等

98.8% 97.7％ 100％ 99.0％ 97.7％ 97.1％ 100％

4 月より 3 号館 1 階にルイ・ショーヴェセンターが開室されました。このセ
ンターの由来となったルイ・ショーヴェ神父（1664-1710 年）は白百合の設立母
体であるシャルトル聖パウロ修道女会を創立したカトリックの司祭で、今から
約 330 年前、フランスのシャルトル近郊のルヴェヴィル・ラシュナール村で村
人と共に学校を作る活動を始めました。それは単に読み書きの教育ではなく、
現代でいう SDGs のような「社会課題」―貧困や飢えからの解放、教育や健康、
福祉、人権等 ―を包摂した、地域の人々と共に在る教育でした。教師や生徒
は勉強が終わると皆でスープを作って病人や苦しむ人々を訪問したことが知ら
れていますが、それと共に、どのような厳しい社会環境下にあっても人間の生
きる意味や尊厳、理想を信じ、それを生きき
る教育が目指されたのです。

本センターはこのショーヴェ神父の理念
の周知と実現を目的に設置されました。学
園に関わる資料アーカイブの整備をはじめ、
すでにセンターに集まっていた学生たちが

「S
ス ー リ ー ル
ourire（フランス語：笑顔）」という団体を

立ち上げ、主体的にボランティア活動を始め
ています。学生、教職員、卒業生の皆さま、
どうぞお気軽にお立ち寄り下さい。

開室時間は原則として月曜～水曜の 9 時～
17 時、及び木曜・金曜のお昼休みとなって
いますが、行事などによる変更もありますの
でインスタグラム等で確認して下さい。

本学では、学生生活全般の満足度を調査
し今後の改善に役立てるため、2 年ごとに

「学生生活満足度調査」を実施しています。
前回の 2021 年度調査で学生から意見・要望
の寄せられた体育館の空調設備については、
2023 年度に工事を行いエアコンの設置や更
衣室のリフォームを行いました。また Wi-Fi
エリアの拡張や、図書館で扱う本のジャン
ルや冊数に関しても改善を図りました。

今回 2023 年度の調査では、電子決済導
入、学生が自由に利用できるパソコンの増
設、その他貴重な意見をいただきましたの
で、現在進められる所から改善に向け進め
ています。

2023 年 11 月～ 12 月に実施した「2023 年
度学生生活満足度調査」の結果は HP に公
開しました。自由回答欄で寄せられた意見・
要望について、現時点での対応状況につい
ても公開しています。詳細は HP をご覧く
ださい。

キャリア・その他

ルイ・ショーヴェセンター 学生生活満足度調査報告書
（2023 年度）

▶︎��インスタグラム
QRコード

▶︎�学生生活満足度
調査報告書

卸売業、小売業
22%

教育、学習支援業
12%

情報通信業
10%

運輸業、
郵便業　
8%  

医療、
福祉　
7%  

金融業、
保険業  
7%  

　学術研究、
専門・技術サービス業

7%

サービス業
（他に分類されないもの）

7%

宿泊業、飲食サービス業
5%

製造業
5%

不動産業、物品賃貸業
3%

生活関連サービス業、
娯楽業　
3%　

公務
2%

建設業
2%

学部全体
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